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第一章 緒 言

細菌 ガ生禮 内二侵入 シ來 リシ時之 二封 シテ種 々

ナル防禦作用行 ハ レ此 ノ能力ハ先 天的及 ピ後天

的 二賦與 セラ レタルモ ノナ リ。防禦作用 二就 テ

ハ免疫學 的二多 ク研究 セ ラル ・所 ナル ガ或 ル部

分 二細菌 ガ注射 セラ レシ揚合 ソ レガ禮 内播布 テ

挿 歴 スル作 用モー ツ ノ発疫現象 ナルモ此 ノ方面

二於 ケル結 核 二關 スル 研究 ハ未 ダ甚 グ 少 シ。

ωA .K。Krause氏 ハ罷 内二侵入 セル細菌 テ其

ノ局所 二於 テfixierenス ル働 キラ 以 ツテ 免疫

現象 ナ リ ト主張 シ{UtH.S.Willis氏 ハ健康拉 ビ

ニ初 感染 テ経 タル海狸 二生結核菌 テ下腹部皮下

二接 種 シ、 ソノ接種部位拉 ピニ膣 内各部 二褒生

スル病攣 ノ駄態経過 テ観察 シ健康動物 二於 テハ

注 射 サ レタル 生結核菌 ハ24時 間 ニ シテ鼠践腺

腋 窩腺 二達 スル ニ拘 ラズ再感染海狸 二於 テハ2

乃 至3週 間後初 メテ該腺 二到達 シ且 ツ其 ノ部 二

惹起 サル ・病攣輕 シ。即 チ後者 二於 テハ明 ラカ

ニ接 種結核菌 ノ盟 内播布遅延 シ、結局 ソノー部

分 ハ罷 内各部 二分布 サル ・モ、其 ノ数甚ダ紗 シ

ト云 フ。一方又維 納 二於 テ、13}E.L6wenstein,

M.Moritsch氏 等 ハ海猿 ノ足趾皮内 二 生結核

菌 テ注射 シ、30分 、1時 間、2時 間一 ト時間的

二此 テ切断 シ1ケ 月乃至1ケ 月牛経過 セ ル 後

「ツベル クリン」反 慮 テ検 セシニsソ ノ成績30
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分乃 至1時 間後足趾切 断海狸 二於 テモ既二陽性

ナリキ。次 ギニ同檬 ノ虚置 ヲナセル海猿 テ時間

的二撲殺 シ、淋 巴腺脾臓 テ摘 出 シテ、 ソノ乳剤

ラ製 シ之 ラ更 二健康海狸 二注射 ス。籔 十 日経

過後「ツ〈sルクリン」反慮 ラ試 疋タルニ9時 間後

24時 間後撲殺海狸 ノ腺、内臓 ラ注射 セル海狸 ノ

ヒニ陽性成績 ラ見 タリ ト.因 ッテ氏等 ハ該成績

ヨリシテ接種 セラレタル結核菌ハ接種部位 ヨ リ

艦内二迅速 二播布 サ レ、叉未 ダ所属淋 巴腺 ノ感

染徴候 ラ認 メ難 キ早期 二於 テ既 二遠隔臓器 二分

布セラル ・ヲ讃明 シ得 タ リ ト云ヘ リ。之 ノ問題

二關 シ我國二於 テモ佐多博士 ノ下 二(4}熊谷 、石

黒、{5}大串、 ㈹大野、m天 野氏等 ニ ヨリテ微量

接種結核菌 ノ侵 入機轄 ニツキ、1又次 イデ(s)細見、

{9官木
、㈹芦 名、(1i?加藤 、〈i3)ifi水氏等 ニヨ リテ

艦内播布速 度屯關 スル 研究 業績 アリ.然 ルニ

A.Krause氏 ノ云 フFixation二 鯛 レタルハ

働細見氏 ノ死結核 菌経 口発疫海狸 二於 ケル研究

ノ ミニテ未 ダ充分 ナラ ズ、㈹ 今村教授 ハ結核豫

防 「ワクチン」ノ赦力批判 ノ論文中結核 ノ免疫現

象 ノ條下 二於 テ之 レテ論 ジ結 核菌 ノ播布遅延 ハ

何 ニ ヨリテ起 ル カバ爾研 究 ス可 キ事 ナルモー種

ノ免疫現象 ト認 メラレタリ。 然 ルニ(ユ5情水氏 二

從 ヘバ噴霧結核菌 ヲ吸 入セ シムル 場合過 敏(免

疫〉動物 二於 テ菌播布 ハ 健 康動物 ト同檬敏速 二

行 ハル ・モソ ノ播布菌量 ハ健 康動物 二於 ケル ヨ

リモ幾分勘 シ トノ報告 アリ。

余 ハ今村教授指導 ノ下 二播布 遅延現象 ガー免疫

現象 ナルカ否 ヤテ知 ラ ン爲 二本研究 ラ行 ピタ

リ。

第二章 結核兎疫海獲呂於ケル皮下及ビ皮内接種結核菌ノ

心血中出現 呂關スル實験

實験動物 ラ冤疫 スルニ 當 リH.S.Willis氏 ハ

弱毒生結核菌 ヲ以 ツテ シ、 細見氏ハ死結核菌 テ

使用セ リ。ae「G.Webb氏 ニ ヨレバ接種 セ ラレ

タル結核菌 ガ生禮中 ニテ強毒菌 二慶化 スル事 ア

リ。之余等 モ實験 室 ニテ時 二経験 スル所 ナ リ。カ

カル故 二晃疫 二用 フル菌 ガ普通 ノ弱毒菌 ニ シテ

毒力 ガ固定 セラレザ ル時ハ之 ト試験感染 二用 ヒ

タル菌 トノ鑑別困難 ラ來 ス可 ク、斯 ル黙 ヨリ見

レバ毒力殆 ン ド固定 セ ラレタルB、C、G菌 ハ

誠 二都合 ヨシ。B、C、G菌 ハ弱毒菌 ニ シテ、

其 ノ毒力ハ可成 リ固定 セ ラ レタルモ ノナル ト共

二、 ソノ発疫能力 ノ死結核菌 ヨ リモ勝 レタルハ

吾教室 ノ⑬今村、高橋雨博士 ノ實験其 ノ他今村

内科 ノ諸研究 二於 テ既 二立謹 セラレ シ所 ナ リ、

故二余 ハ余 ノ實験 二主 トシテB、C、G発 疫海

猿 ラ用 ヒ、次 ゴニ之 ト比較 スル意 味ニ テ、 種々

ナル生死結核菌 テ以 ツテ発疫 セル海猿 ニ ッキ實

験 テ行 ヘ リ。

第 一節 實 験 方 法

(免疫方法)

叙 述 ノ便宜 上圭實験 ノ各條 下 二i述ブル事 トス。

(試験接種結核菌〉

上池菌 ヲ使用 ス。之 ノ菌株 ハ當教 室 二於 テ保管

培養 中 ノモ ノニ シテ其 ノ毒力 ハ相當強力 ナ リ。

(菌浮游 液 ノ作成)

㈹A .Calmette氏 ノ方法 二從 ヒ4%rグ リセ リ

ン」1%葡 萄糖水 テ用 フ。余 ノ考案 ニナル 特殊

振 盈器 ニヨリ硝子球 ラ容 レタル瓶 中 予豫 メ秤量

セル菌 苔(「グ リeリ 」加寒 天培養基 上二 培養4

週 聞登 育良好 ナルモ ノ)テ 入 レ充分振 量磨砕 シ

ツ ・上記 ノ液 テ注 ギテ乳剤 トス。斯 ク シテ作 リ

シ菌浮游液 ハ頗 ル李等 ニ シテ1・0蝿5.0選 以 下

ナ レバ1、2時 間放置 スルモ認 ム可 キ沈澱或 ハ

自然 凝集全 クナ シ。(試 験接種方法)探 血部位 ト

ノ關係及 ビ施行 ノ難 易テ考慮 シ試 獣 ノ左側 下腹

壁皮虜 テ選 ビ、皮 下 ノ場合 ハ1。0耗2.5竈 ノ菌

液 ヲ2・0蝿 即 チ5。0醒 テ、皮 内 ノ場合 ハ1.0琵

20。Oi聴藍ノ菌液 テ0・2歩毛皇P4・0琵匿テ深甚 ノi主意 テ

以 ツテ注射 セリ。

(観察方法)試 瞼接種後5分 、30分 、1時 間、2
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時間 、3時 間、4時 間、8時 聞、12時 間、24時

間 ト時間的 二右心室 ヨリ2。0耗 宛探血.シ之 レテ

各頭 ノ比 較的幼若 ナル健康 ナル海猿 ノ腹壁皮 下

二注射 ス。約2ケ 月 ノ後是等 ノ可検血液注射海

狸 ヲ屠 殺解剖 シテ結核性慶化 ノ有無 ヲ検 セ リ。

明 ラカニ病攣 デ認 メタルモ ノ及 ビ全然病愛 ヲ鋏

クモ ノハ之 ラ探 リ、疑 シキ解剖所 見 ラ示 セルモ

ノハ、 ソノ疑 ハ シキ部 分即 チ淋 巴腺 及 ビ内臓片

テ磨砕 シ生理的食騨水乳剤 トシテ更 二他 ノ健 康

海狸 ノ腹腔内 二注射 セ リ。第2同 目 ノ海猿 二於

テ明瞭 ナル所見 テ呈 スルモ ノハ之 レラ探 リテ陽

性 成績 トシ、他 ハ之 レテ陰 性成績 トナセ リ。

凡 ソ結核菌 テ謹明 スル方法 ハ之 ラ大別 シテ次 ギ

ノ3種 トス。直接 鏡検 方法、動 物接種方法、及

ビ培養方法 コ レナ リ.之 ノ中直接鏡 検方法ハ殊

二血 中菌謹 明 ノ場合 ソノ成績不良 ナルハ既 二諸

家 ノ承認 スル所 ナリ。近時 ㈹E.L6wenstein氏

ニ ヨ リ改良 セラ レタルー新培養方法 ノ叢表 ア リ

テ ヨリ之 ノ方 面 ノ追試 盛 ンニ行 ハ レ、 ソノ陽性

率 ニツキ甲論乙駁 セ ラレツ ・アル モ.之 ノ方法

二嫁 レバ以 ツテ菌 讃明ハ完全無鋏 ナ リ トハ云 ヒ

難 シ。 余等 ノ教 室 二於 テ行 ヒシ(20)實験 成績 二徴

スルモ可検血液 量 ノ減少 ト共 二著 シク其 ノ陽性

率 ハ低 下 スルモ ノナ リ。 余 ノ實験 二際 シテハ同

一試獣 二於 テ短時間 中二再 三探 血 ラ行 フ關係上

1回 ノ探血量 二自 ラ或 ル程度 ノ制 限 テ受 クルハ

避 ケ難 キ事 ナ リ。 コノ小 量 ナル可検 血液 テ以 ツ

テ菌 ノ謹明 テ行 フニハ現在 ノ所、 上述 ノ如 キ動

物接種 方法 二嫁 ル他 ナキハ止 ムラ得 ザ ル事 ト云

フ可 キ乎。然 シテ余 ノ探 用 セル方 法 ニ ヨリ陰性

成績 テ得 タル場合 、之 テ以 ッテ直 チニ全 ク血中

菌 無 シト墾断 スルモ ノニハ非 ズ、然 レ ドモ余 ハ

余 ノ實験 ノ姓質 上陰性成績 テ示 セル時ハ出現菌

撒 極 メテ僅 少ナ リ ト云 ヒ得 ル事 テ以 ツテ足 レリ

トスルモノナ リ。

因 ミニ以下掲載 セル表 中試獣 ノ レー メル氏反慮

ハ24時 間及 ピ48時 間後 二観察 シ次 ノ標準 ニ ョ

リテ示 ス。

一 無反慮 ノモ ノ

± 極 メテ輕度 ノ充 血 アル モノ

+明 ラカニ充 血 シ、 多少腫脹 ラ俘 フモ ノ

十 充血、腫脹著明 ナルモ ノ

辮 充血、腫脹高度 ニ シテ加 フルニ壌死 二陥

・ レ ル モ ノ

又 可検血液注射海猿 ノ解剖所見ハ次 ノ如 ク表

示 ス。

一 結核性攣化ヲ全然訣 クモノ

十 輕度ナルモ明 ラヵ二結核性慶化テ認ムル

モ ノ

卦2ケ 慮以上ノ淋巴腺或ハ内臓 二相當 ノ病

攣 テ認ムルモノ

辮 淋巴腺、肺、肝、脾二亙 リテ著明ノ病慶

テ認ムルモノ

十w疑 バ シキ組織片 ノ乳剤接種海狸 ニテ剖見

上結核病攣 ヲ確認 セルモノ

ーw右 同檬 ノ海狼 ニテ解剖 ノ所 見ニヨリ結核

病攣 テ確認 シ得ザルモノ

○ 可検血液注射後撒 日ニテ発死 セルモノ

爾實験記述中出現菌量少 シト云 フハ其際用ヒタ

ル材料ニテ接種セラレタル海狸 ノ剖見上結核病

攣 ノ輕微 ナルモノラ示 ス。

第 二節 豫 備實 験

實験 二使用スル海猿 テ選揮 スルニ當 リ、㈹細見

氏 ノ報告ニヨレバ其 ノ成績幼若湖 冥ト成熟梅狸

トノ間二著 シキ差異アリ。即 チ前者ハ實験目的

二適合スルモ、後者二於 テハ何等 ノ前虜置テ爲

サザルニ接種サレタル結核菌 ノ流血中出現遅延

スト云 フ。斯ル現象ハ果 シテ何 ノ程度迄存在ス

ルモノナル哉パ以下余 ノ實験全盟二影響スル所

ナルテ以 ツテ種々ナル盟重 ノ健康海狸6頭 テ用

ヒテ豫備實験 ヲ試 之ル事 トセリ。

實験方法ハ前節二從 ヒ皮下接種 テ行 ピタリ。

實験成績(第1表)

大略500瓦 以下 ノ海狸二於 テハ試験接種後30

分乃至1時 間ニ シテ心血中二薗出現 シ、12時間

以上ニテハ幾分出現菌量減少スルニヨルカ可検

血液接種海狸 ノ病墜輕減 スル傾肉アリ。600瓦

前後 ノ大海猿 二於 テハ頻同探血容易ニシテ好都
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第1表(種 々ナル艦重 ノ健康海猿二於クル人型生結核菌皮下接種後ノ心血中菌

出現二關ス1レ實験成績(豫備賓験))

比 較 的 幼 若 海 猿 成 熟 大 海 瞑

試 獣

1

番 號 1 皿 皿 IV V ]1
睡 重 420瓦 386瓦 480武 630瓦 590瓦

i645瓦

ノ
時
間

試
験
接
種
赫

血

迄

5分 … 一

30分 ・-w

1時 間+

2時 間1+

十w十w

十 一w

十 十}

3時 間 什 什 ○

4時 間 十 柵 十

8時間+++

12時 間 十 一w十

間 十

○+w

十w十

十十 十

十十 〇

十十 十}

十 十

十 十

十十 一w

十 十w

十 一

○ 十十

十.十

十 十

十騨

一wO

○-w

十十 一

十 十

十十 十÷

十 十

マ
十w十w

マ
十 十}

十 十

十 十

○

欄齢w 十 十 十 一w

合ナルモ成績 不揃 ニ シテ幼若海猿群 ノ成績 ト比

較スルニ'菌出現 梢 気遅延 スルテ認 ム。叙 上 ノ如

キ結果 テ得 タル テ以 ツテ主實験 二於 テハ試獣選

揮 二當 リ之 ノ黙 二留意 セ リ.又 可検血液接種海

猿 ノ2ケ 月後 ノ解剖所 見 ハ注射 局所 二攣化 テ認

メタルモ ノ甚 ダ稀 ニ シテ、殊 二憂化 ノ輕度 ナル

モノ即 チ+テ 以 ツテ表示 サ レタルモ ノニ於 テハ

例外 ナク局所及 ピ所属淋 巴腺 ノ攣化 アルモ ノナ

ク却 ツテ、深部淋巴腺 特 二頸 腺、肺 間葉 二結核

性攣化 ラ有 スルモ ノ頗 ル多 シ。此 ノ黙佐多博士

及 ビソ ノ門下 ノ人 々 ノ{6){7){8)(9}業績 トー致 ス。

倫結核病攣 テ疑 ヒウル組織 ノ乳剤腹腔 内注射海

猿ニ シテ陽性成績 テ示 スモ ノニへ 腸問膜 腺、

大網膜、脾臓 二所見 ラ有 スル モノ甚 ダ多 シ。

第2表

第三 節 圭實瞼.

第1B、C、G発 疫海獲 ラ以 ッ

テ爲 セル實験

盟重350瓦 前後 ノ海狸20頭 テ用ヒソノ大腿内

側皮下二3週 聞培養、登育良好ナルB、C、G菌

2.0竈 ラ注射 ス。2ケ 月後 レーメル氏反磨ヲ検

シ爾艦重比較的一定ニシテ、陽性ナルモノ6頭

ト、微弱陽性 ナルモノ4頭 テ選 ビテ實験二供

ス。之 レテ2分 シ第1群 ハ試験接種 ヲ皮下二行

ヒ、第2群 ニハ其 ノ他二封照 トシテ健康海狸3

頭テ追加 シ試験接種 テ皮 内二施行 ス。前者ハ全

ク豫備實験 ト同様二生結核菌5・0薩 ラ皮下二注

射 シ、後者ハ4・o彪 テ皮内二注射 ス。其 ノ後 ノ

操作、観察方法ハ凡テ前述(第1節 参照)二從 フ。

(B、C、G免 疫海猿=於 ケル人型生結核菌皮下接種後ノ心血中菌出現二關スJV實 験成績)

V

瓦謝

±
一

一

一

一

十

十

十

○

「

一

一

十

十

卦
一

十

W

眠菊

±
一

一

一

十

○

什

什

十

口

一

一

十

十

十

督

督

皿

眠訂

卦
一

一

一

一

㍗
特
劇

赫

一

一

一

一

『

什

骨
一

∬1

瓦輔瓦謝

特ー什

ー韮

ー慮反氏障獣
一
ー

一

一一

一一

「ー
ーー

一

一
〇

什十

十什

十ー朴

一

一

○
一

繭

一

朴

十

一

口

㍗
舶

十

替

十

督間時12

號番試

澗

重艦

前種接験賦
分30

間時1

間時2

間時3

間時4

間時8

ーi

迄
ノ
時
間試験接種
後探

血
接種
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實験成績

1・ 試験接種 テ皮下 二行 ヒタル場合(第2表)

試験接種 サレタル結核菌ハ2時 間乃至3時 間後

探血血液中二初 メテ之 テ謹明 シ、豫備實験 ノ成

績 ト著 シキ差異 アリ。 レーメル氏反磨微弱陽性

ノ例 二於 テハ血申菌 ノ出現梢 丸早 シ。4時 間目

二至 レバ出現菌 量ハ豫備實験 ノ夫 レ ト殆 ン ド同

程 度 ナ リ。

2。 試験接種9皮 内 二行 ヒタル場合(第3表)

血1申菌 ハ 第2、5例 ハ2時 間後第1、4例 ハ3

第3表(B、C、G免 疫海猿二於ケル人型生結核菌皮内接 種後ノ心血中菌

出現二關スル實験成績)

圭 實 験

番 號1試 皿

膿 重420武390瓦

獣 上線 反慮++

皿 1V V ▽1 町

385瓦400瓦 ・ 4甑4・ ・瓦4・5瓦

十卜 十十 ± ±

試種験
迄
接ノ
種時
後間
探
血
接

5分 一
一

二
二
二
十w
二
一
〇

一
}
一

一

τ
二

替一
十

一 繍繭■【9 幽w
一 柳

二
二
二
二
二
十

一
一

二
二
二
二
〇
π

∫一齢w

一

二
二
二
十一
十一
什

一

=
7

十w
7
二
一
卦

一
一

二
二
二
十
τ
一
十

一1一 欄w
-
一30分

　

二

二
十
=一
一
朴一
朴

一 一 ト ー一 一
1時 間 十

2時 間 「=

一
一
一
一
一

{r

二
十{
十

}一

二 二
二」二
=国二
≦≧二
十 十一}
1十 十

一

=蕉,=二

二国 一
〇1十一 　
十 十一 一
十十 十一 一
十十 十十

一

二
十}
卦

3時 間一 一

十1

4時 間

8時 間 十

時間後、第3例 ハ4時 間後 二始 メテ出現 シ、封

照例二於テハ30分 乃至1時 間ニシテ出現 スル

ヲ認ム。可検血液注射海猿 ノ解剖所見ラ前記皮

下試験接種實験成績(第2表)ト 比較 スルニ結核

菌 ノ心血中出現ハ時間的二叉量的二幾分遅延 シ

且 ツ少撒 トナル傾向 アルモ特二著 シキ差異ナ

シ。故二以下 ノ實験 二於 テハ皮内試験接種實験

テ省略 スル事 トセリ。 ＼

第2B、C、G蔚 加熱死薗注射海猿

テ以 ツテ爲セル實験

B、C、G菌 ノ登 育良好 ナルモ ノテ トリ撮氏

100度 ニ テ1時 間加熱 滅菌 シ1耗3.0竈 ノ加熱

「ワクチ ン」テ作成 シ10頭 ノ海猿 ノ大腿 内側皮

下二3.0彪 宛5日 間 ノ間隔 ニテ3回 注射 シ、最

後 ノ注射後3週 間 目ニ レー メル氏 反慮 テ検 スル

ニ僅 ヵ二20耗 ノ獲赤 アルモ ノ唯1頭 テ得 リ。

爾注射局所 ニハ全経過 中、獲赤腫脹、硬結等ハ之

ラ認 メズ。因 ツテ該獣 ノ外 二艦 重 ヲ考慮 シテ選

ピシ4頭 ヲ加 ヘ テ試験獣 トナ セリ。

試験接種、観察方法 ハ凡 テ第1節 二叙 スル所 二

第4表(B、C、G加 熱死菌注射海猿 二於ケ,v人 型生結核菌接種後ノ

心血中菌出現二關スル實験成績)

試

獣

番 號

膿 重

上 氏反 磨

分
}

30

間時1

間時2

間時3

間時4

種
接
迄
ノ
時
間

試
験
接
種
後
探
血

1

藍

H 1皿IV

I

V

450武 440武 470瓦 460武 455武

± 一 一 一 一

一 十w 一 欄一w 十w 一W 一 十 幽 」鱒w

一 ○ 十w 一 十 十 一 十 十 十

十 十 一 十 甘 十 十 十 十 一

什 一 十 甘 什 替 十 赫 十 甘

昔 什 赫 十 赫 一 朴 十 十 什
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從 フ。

實験成績(第4表)

試 験接種結核菌 ハ3例 二 於 テ30分 後探 取血液

中二鏡明 セラル。爾 レー メル氏反慮微弱陽性 ノ

モノ ト陰性 ナルモ ノトノ間二認 ム可 キ差異全 ク

ナシ。播布逞延 ハ殆 ン ド認 メ難 シ。

第3S「 ワクチン」注射海猿 ラ以

・ ッテ爲 セル實験

S「 ワクチ ン」トハ余等 ノ教室 二於 テ(2i、幽 税所

博士 ノ登表 サ レシ濃盤酸脱脂 結核菌 「ワクチンJ

第5表

ノ事 ニ シテ余 ハ當教 室保管 中 ノ人型結核菌 中 ヨ

リ30株 ラ選 ビ氏 ノ製 法 二從 ヒテ作 レル多償 「ワ

クチンJテ 使用 セリ。10頭 ノ海狼 テ使 用 シS「 ワ

クチンJ4.0睡 宛 テ大腿 内側皮下 二5日 ノ間隔

ニテ3同 注射 シ、最後 ノ注射 ヨ リ3週 間後 二M

一 メル氏反懸 テ検 シ弱陽性 ノモ ノ3頭 ト微 弱陽

性 ノモ ノ2頭 ヲ得 テ實験 二供 ス。

試験接種、観察方法 ハ凡 テ本章第1節 二叙 スル

所 二從 フ。

實験成績(第5表 〉

(S「 ワクチソ」注射海狸二於ケル人型生結核菌皮下接種後ノ心血

中菌出現二關ス,レ實験成績)

試

獣

番 號iI ∬ 皿

曇

IV}V
i… 一一一一一 一一一}

盟 毒 重425瓦 410武
}一

十

395瓦
一一

±

370瓦 415瓦
_に.。._

三 氏 反 磨 十 十
i+

}一

試接
験種
接迄
種ノ
後時

30分1-1一 十w 一W 一
十wl一

一1-w 一

1時 間i+w 一 十 一 一
1

十 1一 詞+ご 十
i--

2時 間 ・ 一 一 一 十 十 一 一 十 十 十

3時 間i+ 十 十 什 十 +け 1十

…
昔 十

丁罰4時 間i什 十 十 十 十 十}{十 十 十

試験接種後30分 乃至1時 間 ニシテ既二菌 ノ心

血中出現テ讃明 シウルモ豫備實験 ノ成績二比較

スルニ幾分菌出現 ノ量勘キテ認ム。

第4人 型結核菌加熱死菌注射海狽 ラ

以ツテナセル實験

前記S「 ワクチンJ製造二用 ヒタル ト略k同 様 ノ

30株 ノ人型結核菌 テ1時 間囁氏100 、度二加熱滅

第6表

菌 シ1・0耗2・0選 ノ加熱 「ワクチ ン」テ作 リテ使

用 セ リ。前實験 二微 ヒ10頭 ノ海猿 ノ大腿 内側

皮下 二2・0残 宛5日 間 ノ間隔 ニテ3回 注射 ス。

最後 ノ注射 ヨリ3週 間 目ニ レー メル氏反癒 ラ検

シ弱陽性 ノモ ノ2頭 テ得。之 ノ2頭 ノ海狸 中1

頭 ハ注射局所 二直脛約5.0粍 ノ潰瘍 テ形成 シ他

ノ1頭 ハ小 ナル硬結 ラ有 スルノ ミ。又 レー メル

(人型結核菌加熱死菌注射海瞑二人型生結核菌皮下接種後ノ心血

中菌出現二關スル實験成績)

試

獄

番 號1 1 皿}皿 IVV

禮 重 440瓦 420瓦 460瓦 445瓦
}噂 　一 一_矧

一

455瓦

ヱ 氏反慮 十 十 ± 一

豫 防接種
局所 璽 化 小 潰 瘍 小 硬 結 芳 潰 瘍 小 硬 結 小 硬 結

弐血
験接
接種
種迄
後ノ
ノ時
探間

30分 一 一 一 十w 一 一 一 一 十w 一

1時 間 O 一 一 十w 一 職 一 十 ○ 十w

2時 間 一 輔 十w 一 一 十 十 十 一 十

3時 間 一 纈縣w 十 十w 十 甘 ○ 十 十 一

4時 間 一 一 一 十 什 督 十 十 十i++
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氏反慮陰性 ナルモノ・申二小潰瘍 ヲ有スルモノ

1頭 ト小硬結ラ燭ル ・モノ2頭 アリタルラ以ツ

テ是等 テ合 シ5頭 テ以テ實験 テ行 ピタリ。

實験方法ハ前同ナ リ。

實験成績(第6表 〉

第2、5例 ハ試験接種後30分 ニシテ心血中二菌

出現スルモ第1例 ノ如 ク4時 間後 二至ル迄血中

菌 テ謹明 シ得ザルモノアリ。且ツ豫備實験 ノ成

績 ト比較スルニ全膿 トシテ出現遅延 スルテ認 メ

叉出現菌量 ノ少 キ事 テ推定 セシム。

第7表

第5人 型生結核菌微量感染海猿 ラ以

ツテセル實験

10頭 ノ海猿 ノ右大腿内側皮下二人型結核菌(上

池菌>10萬 分 ノ1彪 テ注射 シ約2ケ 月ノ後 レー

メル氏反慮 テ検 シ、ソノ陽性ナルモノ・中ヨリ盟

重テ考慮 シテ5頭 ヲ選 ビ試獣 トス。爾探血終了

後試獣ハ之テ屠殺解剖 シテソノ病慶ヲ観察 セリ。

叉試験接種直前二探血テ行 フ關係上30分 後 ノ

探血 テ省略 セリ。

實験成績(第7、8表)

(人型生結核菌10萬 分 ノ1mg感 染海瞑 二5.Omg皮 下再接種前後

ノ心血中菌出現二關スル實験成績)

試

獄

番 號 1 H 皿{lvlV

囎 重 450瓦 430武 銘5瓦 鵡5瓦1455瓦

一と氏 反 旛 十 什 ++1+
…

試血
騒
接種
種迄
後ノ
ノ時
探間

再接種直前 一 一 一 一 一 一 一 】_

_二_
一

1時 間 一 一w 一 十w 一W 一 一
一 一

一

2時 間 一 一 十w 一 十w 一齢W 一W
…

-i十 騨 ○

3時 間 十 コ 十w 一w 一+{一 +wi曾 十

4時 間 十 什 十 十 特+1+ 十十}十 十

第8表(人 型生結核菌10萬 分 ノ1mg接 種後2ケ 月、實験終了直後 ノ解剖所見

海

猿
番

號

艘

重

司

氏

反
旛

解 剖 所 見 ;

ご

膝 襲 腺 馴 後
腹
膜
腺

鷺
劉

肝

門

腺

胸

骨

腺

氣
管
枝
腺

脾 臓 肺

臓

肝

臓郡 腐他 側 腺㎜一二=一

警
腺 重糎 化

1 450
-

430
-

425
-

445
-

455

十 十 一 一 一 一 ± 一 十 0.5
-

0.8
-

0.4
-

0.6
-

0.5

-一 十 一

皿 什 十 幽 十 一 十 ± 一 一 十 士 甘 一

皿 十 ± 一 一 一 十 引■■幽■鱒 一 一 十 一 十 一

IV 十 +1_ 十 一 一

…

L

± ± 一 十 ± 十 ±

V 十 一;一 十 一}+i一 十 一 , 一 一 一
1

試験感染以前 ノ心血中ニハ薗 ノ出現ラ謹明 シ得

ズ。試験接種第2例 ハ1時 間後、 第3、5例 ハ

2時 間後、第1、4例 ハ3時 間後二 至 リ菌出現

シ前實験 ノ成績 ト同様豫備實験二比 シ出現邊延

シ叉出現菌量 ノ少 キテ推定セ シム。試獣 ノ解剖

所見ハ第8表 二示 セル如キ程度 ノモノニシテ第

2例 ノ病攣最モ多 ク接種部位二攣化 ナク膝襲

腺 後腹膜腺 頸腺、肺門腺腫大 シ質硬 シ、脾

臓ハ重量O,8瓦 、表面粗槌、圃 長ス、肺臓 ノ爾

下葉脊面及 ピ右側間葉 二各1ケ ノ灰白色粟粒大

ノ結節 アリ。第3例 最モ病攣輕度 ニシテ後腹膜

腺小豆大 二腫脹 シ質硬 ク、肺臓右上葉下面二灰

白色粟粒大 ノ結節一ケ見ルノミナ リ。

第6「 チモチー」菌拉 ビニ「メルラ」菌

接種海猿 テ以テ爲セル實験

本實験 二使用セル「チモチー」菌.「 メルラ」菌ハ

傳染病研究所 ヨリ分與 サレ當教室二保管中ノ俗

結核菌 ニシテ「グリセリンJ寒天上二培養 スル事
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聯

第9表(fチ モチーJ菌 、「メルラ」菌接種海狭二於ケル人型結核菌皮下接種

後 ノ心血中菌出現二關スル實験成績)

試 番

執 上氏反窓

後時

血間糎 時 間

菌 二 碧 ル 實 験

π 皿

440瓦

十ー

=
三
』
+

L
+
E

地
+

385瓦

十w

十

「料

一刊

「メ;Vラ 」 菌 二Nル 實 験

1

440瓦

W十W十一

二十十

一+十「
下…+
「+十【+

2

450瓦

3

420瓦

1週 間登育充分ナルモ ノテ用 ヒタリ。各3頭 ノ

海猿二5.0彪 宛右大腿内側皮下二注射 シ約1ケ

月後ヒーメノヒ氏反癒 テ検 シタルモ雨群共二全 ク

陰姓ナリキ。

實験成績(第9表)

試験接種後各例共 二30分 ニシテ心血中二菌 テ

諦明シ、可検血液注射海猿 ノ解剖所見ヲ豫備實

験 ノ成績 ト比較 スルニ何等 ノ差異テ認 メ難 ク、

叉探血終了後屠殺解剖セル各試獣二於 テ結核病

攣 ラ獲見スル事 テ得ザ リキ。

第四節 概 括

以1ソ 實験成績 テ概括 スルニ500瓦 以下 ノ健康

一

+
7

+

什

望

正
土
+

海猿二於 テハ皮下及 ビ皮内二接種セラレタル人

型結核菌(上池菌1ハ 注射後30分 ニシテ銑二心

血中二出現ス。然 シテB、C、G免 疫海猿 二於 テ

ハ3乃 至4時 間目二至ル迄心血中二菌出現 スル

テ謹明 シ得ズ。人型結核菌加熱死菌注射海狸及

ビ人型生結核菌微量感染海狸 二於 テハ梢 気著明

二、叉S「 ワクチンJ注射海旗 二於 テハ成熟健康

大海猿 ノー部 ノモノト共 二菌出現不規則且ツ幾

分出現菌量 ノ僅少テ想ハ シムル結果 テ示 セリ。

B、C、G加 熱死菌及 ピ傷結核菌接種海猿 二於テ

ハ、 ソノ成績500瓦 以下 ノ健康海猿二於ケル結

果 ト殆 ンド同様 ナルテ認 メタリ。

第享章B、C、G免 疫海狸 昌於ケル睾丸内試験接種方法 ヲ

以 テ行 ヘル實験

余 ハ前章 ノ實験 ニ ヨ リ種 々ナル結核菟疫海狸 ニ

ツ6テ 皮下及 ピ皮 内生結核菌接種 ノ場合 ノFi-

xation現 象 ノ状態 ラ観察 シ、コノ現象 ハB、C、G

冤疫 海猿 二於 テ最 モ著 明二獲現 スルテ窺知 シ得

タリ。(5)L6wenstein氏 及 ビ(1。)細見氏 ハ結 核薗

ノ禮内 播布速度 ラ検 スルニ當 リ試験接 種足切噺

ノ方法 テ探 レリ。今斯 クノ如 キ方法 テ内臓 二於

イテ試 ミン トセバ睾丸 テ以 ツテ最 適 ノ臓器 ナ リ

トス。1930--1932年(23>〈24>E.R.Long氏 ハ 海狸

睾丸 内二於 テ「ア レルギー」現象 テ「ツベル ク リ

ンj及 ピ生、死結核 菌 テ用 ヒテ研究 シ皮 内反慮

ノ場合 ヨリモ、甚 ダ速 ヤカニ叉 ヨリ著明 二獲現

スルテ報告 シ、本邦 二於 テモ家 兎及 ピ海猿 二於

テ(25噺井 ノ追試 ア リ。然 レドモ余 ノ知 ラ ン ト欲

スル播布逞延現象 二關 シテハ言及 スル所 ナ シ。

依 ツテB、C、G免 疫海瞑 テ用 ヒ、 ソ ノ試験接種

睾丸 ノ時間的嫡出 ノ方法 テ以 ツテ余 ノ實験 テ進

メ ン ト ス
o

第 一節 實 験 方 法

第1實 験

第10表 二示 セル如 ク豫 メ健 康海猿100頭 ラ用

ヒ之 レテ50頭 ヅ ・ノ2群 トシ、第1群 ニハB、

C、G菌3.0選 宛 ラ左側腹部皮 下二 接種 シ2ケ

月後 レーメル氏反慮 テ行 ヒ、 ソノ陽性度、罷重



650 中谷=結 核免疫動物二於テ接種セラレタル結核菌ノ播布遅延現象二就イテ 【第13巻

第10表

o

(睾丸摘出實験 ノ方法圏表)

第・群騒 轟 疫御 齢2群}第 ・91群1第4齢5醐6群 第7醐8齢9群i第 ・・群

咽舞購 各5悌一墜r薩1壁 塑 醐 瑚 六晦 壁i第△麟 九群鱒

塵 礁 騨 ・5分目珈 轡 菖時間&時間昌賄 冒時間}冒㈱ 昔嚇 出セ

ヲ李均 スル 如 ク 考慮 シ10群 二分 チテ實験 ス。

第2群 ハB、C、G菌 接 種 テ行 フ事 ナク シテ飼養

セルモ ノニ シテ農重 テ考慮 シテ之 レテ同 ジク10
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ソノ梅猿 テ2ケ 月後屠殺解剖 シテ ソノ所 見 テ検

セ リ。次 ギニ

第2實 験

第11表 ノA

レーメル氏反慮中等度陽性ナルB、C、G免 疫海

狸3頭 、健康海猿2頭 ヲ用 ヒソノ各々ノ右側睾
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第 二節 實 験成 績

第1實 験成績(第11表)

手術後精系 ノ結紮不充分 ナリシカ51號 、56號
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テモ既二結核性攣化 ア麗 淋巴腺ハ後腹膜腺、

肝門腺 ノ病攣著 シク内臓 ノ攣化ハ第4群 以下ニ

テ特 二高度 トナル。 ソノ成績全燈 テ通寛 スルニ

ト異 リ睾丸摘出手術後 ソノ大部分

脚燃 紫
耶

璽'ノe

ノ解剖所見テ見 ルニ第1群 二於
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其 ノ結核病愛 ハ第1、2、3群 ハ輕度、第4、

5、6群 ハ中等度、 第7、8、9群 ハ最 モ著 シ

封照 ノ第10群 ト同程度 ナ リ。

叉摘出睾丸 子顯 微鏡 的 二検 スルニ第2群 ノ2例

二於 テ既 二組織 二充血 テ徴 シタ リ
。 第3群 ニテ

ハ多核 白血球 ノ浸潤 テ見 ルニ至 リ第4群 二於 テ

ハ軍核亘態細胞 出現 ス、其 ノ後時間 ノ経過 ト共

二該細胞 ノ浸潤盛 ントナル
。然 レ ドモ淋巴球類

上皮細胞 ノ集積 ラ見ルニ至 ラズ。第5群 以下 ノ

撒例 二於 テハ加之 フルニ細精管 ハ膨 大 テ來 シ、

精細胞 ハ配列錯雑 シ且 ツ退行攣 性 二陥 レルテ見

ルニ至 リ特 二第9群 二i顯著 ナ リ.

然 ルニ封 照 ノ健 康群 二於 テハ第1群 ヨリ第9群

二至ル迄 凡 テ結核病 攣甚 グ高度 ニ シテ殆 ン ド差

異ナ ク第3群 以下 ハ 封照 ノ第10群 ト同程度 ナ

第12表

ルテ示ス。街摘出睾丸 ノ顯微鏡的所見ハB、C、G

免疫群 ト全 ク異 リ殆 ンド異駄ナク第6、8、9

群 ノ敷例 二於テ漸 ク組織 ノ充血、多核 白血球及

ビ輩核細胞 ノ輕度 ナル浸潤 ラ螢見 セルノミナ

リ。之二依 レバB、C、G発 疫海狸睾丸内ニハ組

織 「アレルギー」現象 テ著明二見ルモノナリ.

第2實 験成糸責(第12表>

B、C、G発 疫海猿3例 中1例 ハ30分 後他 ノ2例

ハ1時 間後、探取血液中二結核菌テ護明 シ封照

ノ健康海猿ハ2例 共 】5分後 ノ探取血液中二既

二菌 ノ出現 スルラ認 メ得 タリ。爾可検血液接種

海瞑 ノ病攣 チ健康及B、C、G免 疫海猿 二生結核

菌 ラ皮下接種 セル實駿(第2章 豫備實験及圭實

駿 ノ第1参 照〉二比較シ試験接種菌量50分 ノ1

ナルニ拘 ラズ同程度或 ハ夫 レ以 ヒナルテ示 セリ

(B、C、G免 疫海狸 ノ人型結核菌睾丸内注射後心血接種實験成績)
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第 三節 概 括

以上 ノ實験成績テ概括 スルニ睾丸内二接種サ レ

タル生結核菌ハ健康海猿 二於 テハ接種後15分

ニシテ翫二多 クハ艦内二播布サ レ注射局所 ノ憂

化ハ試験接種後48時 間後迄 ノ組織學的観察ニ

ヨレバ極 メテ微々タルモノナリ。

然 ルニB、CG免 疫 海猿 二於 テハ試験 接種後12

時 間以上経過 セル後睾丸摘出 ラ施行 サ レシ海猿

ノ解剖所 見 ニテ始 メテ睾丸 テ摘 出 セザル封照海

狼 ノ病攣 ト同一程度 二達 ス。然 シテソ ノ睾丸 ノ

攣 化ハ早 クモ試験接種後3時 間 ニ シテ現 ハ レ之

ノ組織 ドア レル ギーJノ 現象即 チLong,sche

第13表(B・C、G免 疫海猿二人型生結核菌睾丸内接種 シ時間的睾丸摘出

ヲ行 ヒタル場合ノ概括的實験成績)

接 種 後 ノ 睾
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B、C、G免

疫海狸
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Reaktionト 試 獣 ノ病攣 トノ間 二第13表 二示 ス

如 キ(符 號 ハ嚴密 ナル攣化 ノ程度 ヲ示 スモノニ

非 ズ、唯概括 的比較 テ 表示 スルモ ノナ リ)時 間

的閣係 アル ヲ認 メタ リ。注 目 ス可 キ事 實 ナリト

スo

第四章B、C、G見 疫家兎a於 ケル腹腔 内接種生結核菌 ノ

胸管 内出現 昌關 スル實験

余 ハ前章迄 ノ諸實験 ニ ヨリ結核冤疫 海猿 二於 ケ

ル播布遅 延現 象 テ皮 下、皮 内及 ビ睾 丸内試験接

種 ノ方法 子以 ツテ検索 シタルモ更 二之 テ腹腱 内

二施行 セル場合 ニ ツキ家 兎 ヲ用 ヒテ研究 セ ン ト

ス。當教 室 ノ故⑳芦村博士 ノ業績 ニ ヨ レバ健 康

家 兎 ノ腹腔 内二接種 セ ラレタル 結核 菌 ハ10分

間 ニ シテ早 クモ胸管 中二出現 ス ト報告 サル。然

レ ドモ冤疫家 兎 トノ差異 ニツキ テハ未 ダ審 カナ

ラズ。余 ハ此 ノ黙 テ閾 明 ナラ シメ ントシ實験 テ

行 ピタ リ.

第 一 節 實 験 方 法

(試駄)

照 重2・0乃 至2・ ・5ffノ健 康家 兎 二B、C、G菌 ノ

登育良好 ナ ルモ ノ10・0薩 テ 耳静脈 ヨリ注射 シ

約2ケ 月 ノ後 耳翼 内面 ニテ レー メル反癒 ラ検査

シテ實験 二供 シ5〈封 照 トシテ龍重3、0冠 前後 ノ

健康家兎 ニツキテモ實験 セ リ。

(家 兎胸管漏孔作成)

大 膿 芦村 氏 ノ術式 二從 ヒシモ可及的 「パ クレン」

テ使 用 セ リ。 之 二依 リテ操作 テ妨 グル出血 テ容

易 二防 ギ得 タリキ。卸 チ ソノ術式 ハ

頭部 及 ピ四肢 テ固定 シ頸部 ヨ リ上胸 二亙 リ脱毛

潰毒 シ、頸部 正中 二於 テ ソノ中央 ヨ リ上胸部 二

亙 リテー線次 ギニ左側鎖 骨上 テ左腋 窩部 二向 ツ

テー線 ト皮切 テ加へ、 主 トシテ左下頸部、左側

上胸部 ノ皮膚 テ充分剥離 シ術野 テ廣 クス。次 ギ

ニ胸骨把柄 部及鎖 骨 二附著 セル諸筋及結締織 ラ

除去 シテ進 ミ、更 二左鎖 骨々膜 ヲ剥離 シテ胸鎖

關節 ラ脱 離 シ、鎖 骨 テ ソノ約 中央部 ヨ リ切断除

去 ス。以 ツテ無名 静脈 テ露 出 セシメテ之 テ結紮

ス。次 ギニ左鎖 骨下静脈 、左内頸静脈 テ結紮 ス

ル時ハ雨静脈 ノ結 合部 二於 テ白色 ノ膨隆嚢 テ漸

次 二形成 ス。 多 クハ内頸 静脈 ノ外側 ナルモ時 ト

シテ内側 二出現 ス。之 レテ刺破 スレバ榑動性 二

胸管乳魔液 テ漏 出 ス.時 トシテコノ膨隆嚢 中二

後方 ヨリ血液 線黙 ヲナ シテ混 入 シ來 ル事 アリ。

之 テ仔細 二観察 スルニ内頸 静脈 ノ外方或 ハ内方

ヨリ前記結 合部 二合流 スル小静脈 ラ褒 見 シウベ

シ。 コレテ結 紮 スルニ非 ラザ レバ全 ク純梓 ナル

乳魔 液 ヲ探取 シ難 キラ以 ツテ注意 セ リ。

(乳魔液中結核菌謹明方法)

余 ハ以前家 兎ラ用 ヒ、芦村 氏 ノ方法 二從 ヒ滴下

塗抹標 本 ラ作 リテ鏡検 セ シガ満足 ス可 キ成績 ラ

基 ゲ得ザ リキ。之主 トシテ可検 材料 ノ不 足二基

クテ慮 リ以 下述 ブル如 キ方法 ラ以 ツテセ リ、

「スピッツ、 グ ラス」ヲ容 レタル大試験管 ノ護謹

栓 二2本 ノ硝子管 テ播 入 シ、一方 ノ硝子管 ハ尖

端 ラ細 クシ、他 ノ管 ハ護 誤管 テ 以 ッテ水流「ボ

ンプ」二連結 ス。

家兎 二胸 管漏孔形 成手術 テ静賑結紮 ノ直前 テ以

ツテー先 ヅ中thシ 、腹腔 内二人型 生結核菌生理

的食盛水浮游液20.0耗(30.0彪 テ含 ム)ラ 注射

ス。次 イデ静賑結紮、膨 隆嚢 テ刺破 シ、漏 出 ス

ル乳魔液 テ滅菌 ガー ゼ」ニテ12同 拭 ヒタル後

豫 メ用意 シ置 キ タル「スピッツグ ラス」中 二 前記

ノ細 キ硝子管 テ通 ジテ乳魔液 ノ探集 ラ開始 ス。

其後 時 々15%「 ア ンチフ,ル ミン」テ吸 引セ シメ

テ硝子管 ノ閉塞 サル ・テ防 グ ト共 二、 ソノ内容

テrア ンチ フォル ミンJト 混 ジテ雀余ス所 ナク「ス

ビ 、ツグ ラス」中二牧 ム。然 シテ此 ノ操作 テ間断

ナク糧 緬 シ、乳魔液 ノ漏 出歌態 テ考慮 シ4時 間

ラ以 ヅテ探取 ヲ終 了 セ リ。探取 セル乳康液 ハ之

ラ30分 毎 二分割 シ、遠心沈澱 テ 行 ヒ、 ソノ沈

渣 テ1・0%ノ 硫 酸 ヲ以 ツテ中和 シ載物硝子2枚

二可 及的濃厚 二即一定度以上 二擁 ゲザル様 注意

シテ塗抹、 固定 シチー ル、 ネーを翌g染 色標本
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卜爲 シテi鏡検セリ。

第 二節 實 験成 績(第14表)!

各1枚 ノ標本ニテ20親 野 テ検 シ、結核菌 ノ数

テ講 シソノ出現撒 騨 トシテ表示 セリ。

健康家兎二於 テハ腹腔内二注射 サレタル結核菌

ハ各例共 二15分 乃至30分 ニ テ 既 二 出現 シ40

親 野 中13-28個 ラ認 ム。 時間 ヲ経過 スル ト共

二磯 見菌激増加 シ2時 間 目頃 ヨリ漸次減 少 ス.

申1例 ハ3時 間牛 目一4時 間 目迄 ノ30分 聞 ニ

テf苛10個 ラ認 ム。

第14表(B、C、G免 疫家兎腹腔内接種人型生結核菌 ノ胸管乳魔液中出現成績

BCG免 疫 家 兎 菌撒/40

試

獣

乳
魔

液

番

」<氏

15分

30分

重

慮

分

分

0

μ◎

反
擁

蜘1 .∴ 皿
2sool26,SO[2700

45分 →1時 間

1時 間→1時 間30分

探i1時 間30分 →2時 間

集i2時 間→2時 間30分

時12時 間30分 →3時 間

間3時 間→3時 間30分
　　　 　

18時 間30分 →4時 間

料十十

[・40…

0120

○ー§葦
360

O

δ

一
30

850

65i170

23-・5・

2315

4

0iOl2

ろ
ツ21

観 野

IVVVI

2700130f'02900

±

δ

一〇

O

○

δ

}70

85

了

十

一〇

』○

〇

一〇

一〇

○
頂

1

120

32

十

一〇

一〇

○

○
コ ガ

2750

0

」2-180

15i
-一 一一9-一 一1

2

B、C、G免 疫家兎 二於 テハ 第2例 テ 除 キ他 ハ1

時 間後 ヨ リ2時 牛 目迄 ノ間 二初 メテ出現 ス。爾

此 ノ際出現菌籔 ハ當初 ヨ リ極 メテ多撒 ニ シテ時

間 ノ経過 ト共 二稽 ミ急速 二減少 シ、第5例 テ除

ケバ各例共 二3時 間一4目 時間 目二至 レバ封 照

ノ場合 ト同様 ノ成績 ラ示 スニ至 ル.

第 三 節 概 括

B、C、G発 疫家兎 二於 テ腹膝 内 二接種 セラ レタ

望
玉

…
耀
■

○}

薯腰
ll「
15

一健康家兎(
i封照)

菌轍ノ40覗 野　 _一 一

1 2 3

2475 3000 2850

一 一}一

22 1328
　 一一

601

9880

一

180

87
-}　 一　

26

16

70

16085

121・112

16 55110

3 266

1
-　

2

414

11i10

ル結核 菌 ハ健康家 兎二於 ケル場合 ト異 リ胸管乳

康液中 二遅 レテ出現 シ然 モ ソノ特異 ナルハ出現

當初 二菌撒多 ク時間 ノ経過 ト共 二漸 減 スル事 ナ

リ。然 シテ レー メル反鷹 ノ陽性度 ト出現時間 ト

ノ間 ニハー定 ノ關係 テ認 メ難 ク又第2例 ノ如 ク.

晃 疫獣 ナルニ拘 ラズ早期 二菌 ノ出現 スルモ ノニ

テハ ソノ状態封 照例 ト甚ダ類似 スルハ注 目 ス可

キ黙 ナ リ トス。

第五章 種々ナル要約 ノ下呂行 ヒタル海獲 ノ接種結核菌心

血中出現 二關スル實験

余ハ撒同 ノ實験 ニ ヨリテ結核発疫動物 二於 テ播

布逞延現象登現 スル テ確 認 シ得 タ リ。然 ラバ若

シソノ際試獣 ノ欺態或 ハ接種 菌浮游液 二或 ル攣

化テ與 フル時該現象 二如何 ナル攣動現 ハル ・可

キ乎、而 シテ叉 ソノ攣動 タルヤ之 ト同時 二影響

サル ・他 ノ免疫現象特 二過敏性 ト如何 ナル關係

二在ルモ ノナルカテ研究 スルハ興味多 キ事 ナ リ

トス。此 ノ問題 二關 シテハ⑳細 見氏ハ輩 ナル飢

餓海狸 ト健 康海狸 トノ接種結核菌播布 速度 テ研

究 シ著 シキ差異 アリ ト報 告 セシモ、之 レテ免疫

動物 ト不可分 ナル播布遅延現象 ノ方面 ヨ リ見 レ

バ氏 ノ業績 テ以 ツテ充分 トハ云 ヒ難 シ。今結核

発疫 二攣動 テ與 フ可 キ種 々ナル要約 二關 スル文

献 テ案 ズルニ「アチ ドー ジス」テ起 サ シメタル場

合 ニツキテハ 似8Choremis氏 ハ結核動 物 ノ過

敏性甚 ダ シク減 弱 ス ト云e{2E}R.Balint氏 ハ海
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猿 ノ結核 二封 スル抵 抗力 ヲ低下 ス ト云 ヒ余等 ノ

教 室 ニテ㈹梅谷 氏 ハ「アチ ドーゼ」ハ腸結核 テ起

ジ易 クス ト述 ベ タリ、尚働緒 方氏ハ飢餓或 ハ葡

萄糖 ノ頻 同注射 ニ ヨリテ全 血液 中 ノ結核菌檜殖

力 ノ増進 スルテ認 メタ リ。岡御 小柴 氏又fア チ

ドー ゼJ二 際 シテハ 結核感染 二悪影響 ア リト報

告 ス。

次 ギニ陽性 「ツベ ルク リン」無反慮 トナ シタル場

合 ニツイテハ 麟E。Rotheu.KBierbaum

氏 ノ簡軍 ナル報告 アルモ吾教室 ノ絢貴嶋氏 ハ此

ノ問題 二關 シテ各方面 ヨリ詳細 ナ ル研究 テ逡 ゲ

少量感染海狸 二於 テ陽性 「ツベ ル クリン」無 反鷹

トナ シタル場合、爾 生結核菌 ム封 スル抵抗 力 ノ

存在 スル事 テ謹明 セ リ。

叉免疫動物 ノ禮 内ニー ツノ冤疫現象 ノ登現 シツ

ツアル際、該動 物 ガ或 ル程 度 ノ動揺ラ 受 ケツ ・

アルハ容 易二想像 セ ラル ・所 ニ シテソノ検 索方

法 ノ不備 ナ リシ頃 ノ事 ナ レバ後述報 告 スル論 ノ

何 レガ正 シキヤ 辛判 定 スル能 ハザルモ㈹Ewald,

㈹Guttmannu.Ehrlich,㈹Prior,(39)Kossel氏

等 ニ アリテ反駁 サ レタリ トハ難iモ㈹hebmann,

爾M61iers.B。u.Ohler,A.㈹B乞rlingu.

Wilson氏 等 ハ 「ツ〈sルクリン」塵 置慢 性結核患

者 二血 中菌 テ誼明 シ、無慮置患者 ニテハ菌 血症

テ認 メザ リシテ以 ツ 昇 ツベル クリンJハ 結核 菌

テ血中 二移行 セ シムルモ ノナ リ ト樗 セ リ。〈")A・

KKrause氏 ハ海狸 ノ腹壁 二 結核菌 ノ初、再

第15表

感染 ヲ試 ミル ニ當 リ、 雨者 ノ期 間 ヲ攣 ジ、或ハ

接種部位 ヲ、 同一場所、 同側或 ハ反雪封側 ト轄換

スル事 ニ ヨリ其 ノ病攣 二 輕重 オコル ト報告 セ

リ。又働辻川氏 ハ鶏卵蛋 白免疫海猿 二結核菌 テ

該蛋 白 ト共 二注射 スル時、健康海猿 二感染 セシ

メタル場合 ヨ リモ輕度 ナ リト云 ヘ リ。

弦 二於 テ余 ハ 先 ヅB、C、G免 疫 海猿 ヲ人工的

「アチ ドー ジス」二陥 ラ シメ或 ハ之 レテ陽性「ツ

ベル クリンアネル ギー」トナ シ此 ノ際現 ハル ・

可 キ播 布遽延現象 ノ攣動 テ 探 リ、更 二「ッベル

クリン」叉ハ鶏卵蛋 白二封 シ過 敏 性ラ有 スル海

猿 二夫 々藷 「ツ(ごル クリン」又 ハ鶏卵蛋 白 ト共 二

結 核菌 テ注射 シ該結 核菌 ノ心血中 二出現 スル状

態 テ墓見察 スル事 トセ リ。

第一 人工的 「アチ ドPtジ スj二 陥 レル

B、C、G免 疫海瞑 テ以 ツテ行 ヒ シ實験

本實験 ニハio頭 ノ海猿 テ用 ヒ豫 メB、C、G菌

2.0涯 テ皮下 二接種 ス。 約1ケ 月 ノ経過後 レー

メル氏反慮 テ行 ヒ陽性轄化 ラ確 メタル後聰化安

門 デ膿重100瓦 ニ ツキ0.04・一一〇.06瓦910%溶

液 トシテ室腹時経 口的 二連 日投與 ス。

約2週 間牛後、 ソ ノ酸中和能著 シク低 下 セルモ

ノ4頭 テ得 テ實験 二供 ス。

備考、酸中和能 ハ修酸 「カ リ」血漿0・3蝿 チソ

ノー… 及 ピ茜 盤酸1・ ・蝿 覗 ジLautens-

ehl乞ger/Mikroionometerヲ 用 ヒ テ測

定 セ リ。

人工的「アチ ドージス」二昭ラシメタルB、C、G免 疫海瞑二人型生

結核菌皮下接種 ヲナセル場合ノ實験成績)

　
膿

試
獣
番
號

魁 墨 旦嬰趣 前後
重留 網 酸

試験接種後探血接種迄ノ時間

王19・9-42・9+←+1型 一64一 孔99#

中 和 能L船 鱒 間二時間隣 間蹄 問

十十 十

皿

皿

Iv

4859-388.giH-± ㌧.78_6。 。8-7。68-.5.、5五 ⊥

i　 一 一

4409→380gi十 → 十7.64一 ろ.94→7。55-5。41
[

十 一

十 十十

}一 一 「{}…

4509→3859i十 十→ 十7,54_6。19→7.49_4。82

惜
玉

+

地

土

+

十十 一

十

十

柵

柵

柵 十

十← 一
　 　 ミ

十 十

十十 十

十

十

十

十
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試験接種観察方法 ハ凡テ第2章 第1節 二述 ベタ

ル所二從 フ。

實験成績(第15表)

第3例 ラ除 キ第1、2、4例 ノレー メル氏反慮

陽性度 ハ酸 申和能低 下 ト共 二減弱 スルモ未 ダ清

失 スルニ至 ラズ。

試験接種後15分 ニシテ 各例共 二 心血 中二菌 ノ

出現 スルヲ認 メ然 モ可検 血液注射 海狽 ノ病慶 ハ

1、2時 間後 二於 テ頗 ル高度 ニ シテ3、4時 間

後 二至 レバ急速 二輕減 ス。

小 括

人工的 「アチ ドー ジス」二陥 レルB、C、G免 疫海

狸二於 テハ「ツベル ク リン」過 敏性 ハ減弱 シ、皮

下二接種 セラ レタル結 核菌 ハ健康海猿 二於 ケル

ヨリモ ヨリ容易 二且 ツ多撒 二心血 中二出現 シ而

第16表

モ亦短 時間ニ シテ減少 ス。

第 二 節 陽性 「ツベ ノレク リ ン」無

反 癒 トナ シ タノレB、C、G免

疫 海 狸 ヲ以 ツ テ行 ヒ シ實 験

實駿 方法

本實験 二於 テモ10頭 ノ海猿 テ用 ヒ豫 メB、C,G

繭2.0残 ラ皮下 二注射 ス.約1ヶ 月経 過後 レー

メル氏反慮 ヲ行 ヒ、 ソノ陽性度(升)ノ モ ノ7頭

ヲ得。

之 レニ善fツ ベル クリン」テ0・025琵4同 、次 ギ

ニ0.05琵4同 、0.1耗2同5隔 日二注射 ス。注

射全量ハ0.5耗 ナ リ。注射期間申2頭 ハ発死 シ

残鹸 ノ5頭 テ以 ツテ實験 セ リ。

試験接種、観察方法 ハ第2章 第1節 二從 フ。

實験 成績(第16表1

(陽性 「ツベルクリソ、アネルギーJト ナシタルB、C、G免 疫海狸

二人型生結核菌皮下接種ヲナセル場合ノ實験成績)

試

獣

番 號 1 ∬ 皿 IV V
…

盤 重 360瓦 450瓦 ・445武 435武 400瓦

.と氏 反 磨 一 一 一1一 一

一分30

一間時1

W一○W一間時2

W一W一間時3

廿十十間
…

時
一

4

血
接
種
迄
ノ
時
間

試
験
接
種
後
ノ
探

■一'W-

○ 一

十 〇

一W

十 十十 十}

○

一i

Pl
十 十}

噛W

十

試獣 ノ レー メル氏反癒 ハ凡テ全 ク陰性 ナ リ。 第

2、5例 ハ試験接種後3時 間、第1、3、4例

ハ4時 間 ニシテ始 メテ心血 中 二菌 出現 ス郎 チ軍

ナルB、C、G免 疫海狸 ト大差 ナキ成績 ラ得 タ リ。

此 ノ陽性 「アネルギーJ結 核動物 二於 テ播布 邊延

ノ現象 テ見ルモ ノナ リ。

第 三 節B、C、G免 疫 海 狽 二 菌

液 ト奮 「ツペ ル〆ク リ ン」ノ混

岱 夜 ヲ以 ヅ テ言式験 接 孝重

ヲ行 ヒ シ實 験

實験方法

(試獣)10頭 ノ海狸 テ用 ヒ豫 メB、C、G菌2。0彪

テ左大腿 内側皮下 二注射 ス。約2ケ 月後 レー一メ

主氏反磨 テ検 シ中等度 ノ陽性 テ示 シタルモ ノ5

頭 ラ選 ビテ實験 二供 ス。

(試験接種)人 型結核菌 上池薗 ラ以 ツテ1.0蝿 、

10.0醒 ノ菌液 ラ作成 シ之 レテ0.5琵 ト蕾 「ツベ

ル クリン」5倍 液O、5重 毛トテ 混 ジテ全 量1.O堂 毛

テ左下腹部皮下 二注射 ス.

(観察方法〉第2章 第1節 ト同様 ナ リ。

實験 成績(第17表)

試 験接種後1時 間迄 ハ異駄 ナ ク實験 テ行 ヒ得 タ

ルモ1時 間後探血終 了前後 ヨリ試 蹴ハ漸次 呼吸

困難 ノ症歌 テ示 シ來 リ、試験 接種 後1時 間10分
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第17表 (B、C、G免 疫海猿二奮「ツ 幻レクリン」添加人型塩結核菌液 ヲ

皮下接種セル場合ノ實験成績)

番 號試
皿

・1皿
{

皿 IV

I

V
一}隅_一

膿 重 450武i415武
_。1

410瓦 400瓦 445瓦

獣浮 氏反酬 柵 ∫ 赫 什 十十 十←

接
種
迄
ノ
時
間

試
験
接
種
後
探

30 分1+十+

耀
■

}
ウ

編

時 間 一 十十

時 間 督+

3時 間 … 死

4時 間

一 噂ワ

十

十

十

一w十

十十 十

十 十w

十十 什

十 死 十

什

帯

什
　 　　 り　 ミ　へ

十十 チ

十

帯

朴

十

柵

「F「

十

丁
十

死

ラ経過 セル時 第3例 ハ痙攣 テ起 シテ死 亡 セ リ。

第1、5例 ハ叉辛 ジテ這行 スル程度 ナ リシモ第

1例 ハ接種後2時 間15分 、 第5例 ハ2時 間20

分 ト相糧 イデ死 亡 セ リ。第2、4例 ハ接種後3

時 間前後苦 悶 ノ歌著明 ナ リシモ時 卜共 二恢 復 シ

4時 間後 ノ探血 テ終 了 セル頃 ヨ リ梢 ≧敏活 二歩

行 スルニ至 ル。

第2例 テ除 キ他 ノ各例 ハ 凡 テ接種後30分 ニ シ

テ心血 申二菌 ヲ誇 明 シ、可検 血液注射海狸 ノ解

剖所 見 テ第2=章 ノ豫備實験 ノ成績 ト比較 スルニ

ソノ病攣 ハ特 二短時間 ニ シテ死亡 セル例 二屡 ス

ル モノニ於 テ梢 之高度 ナ リ。

爾實験 中艶死 セル海狸 テ解剖 スルニ、 凡 テ肺臓

ニハ高度 ノ氣腫 アリ、充血、水腫 テ件 ヒ、 ソノ

各葉 ノ邊縁 圓 クシテ胸肱 チ開 クモ牧縮 セズ。心

臓 内二血液勘 ク静脈 二鯵 血 アリ。

小 括

B、C、G免 疫海猿 二於 テ試験接種菌液 二菖 「ツベ

第18表

ル クリン戸 添加 セ ル時 ハ試獣 ハ ソノ過牛撒 二

於 テ1、2時 間 ニ シテ死亡 シ、又輩 ナル菌液 テ

注射 セル場合 ト異 リ血中菌 ノ出現速 ヤカ トナ

リ、 且 ツソ ノ撒健康海狸 二於 ケル ヨリモ稽 ≧多

撒 ナ リ。

摘要、試獣 ノ死因 ニ ツキ、軍 二菌液 ノ ミヲ・注

射 セル揚合 ノ獣態、解剖所 見及 ビ當教室 ノ㈹藤

岡、故飯 田爾氏 ノB、C、G免 疫 海猿 二於 ケル菌

「アナ み ラキ シーjノ 致死量40 .0竈 ナ リトノ報

告 ヨ リ考 フルモ 「ツベル ク リン、 アナ フ ィラキ

シー」二因 ル死 ナルテ確認 ス。

第 四 節 鶏 卵 蛋 白注 射 海 狽 二菌

液 ト鶏 卵 蛋 白 ノ混 合 液 ヲ以

ツ テ試 験 接 種 ヲ行 ヒ シ實 験

實験 方法

(試獣 〉海猿5頭 ヲ使用 ス。豫 メ鶏卵 蛋白 ヲ10%

ノ割 二生理的 食盤 水 二溶解 セルモ ノ2.0耗 テ右

大腿 内側皮下 二注射 シ3週 間 ノ後實験 二供 ス。

(鶏卵蛋白注射海猿二該蛋白添加人型生結核菌液ヲ皮下接種セ

ル場合 ノ實験成績)

試

獣

番 號 1 H 皿 IVIV

盟 重 440瓦 450武 430武 455却46。 武
一}

㌧

30分 一 1+ +1一 十 十 一 十 一 十

1時 間 十 一 一 十 十 十 十 ξ 営 脚■騨 十 十

2時 間 死 十 十 什 昔 十 十 十 一

試接
験種
接迄
種ノ
後時
探間
血

3時 間
一 一『

幽一

什 什 十 十 十 甘 替 十

4時 間 赫 十 甘 辮 十 十 十 替

生 死 生
レ 生
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(試験接種)人 型結核菌(上 池菌)1.0蝿 、10.0延

ノ菌液 テ作成 シソノ0.5妬 二前 記同様 ノ鶏卵蛋

白食盤水液 テ0.5蝿 加 ヘテ全量 】.0琵 トシ左側

下腹壁皮下 二注射 ス.

(観察方法)第2章 第1節 二從 フ。

實験成績(第18表)

試験接種後 ノ試獣 ノ歌態 ハ蕗 「ツベ ルク リンJ加

結核菌液 テ用 ヒテ爲 セル前實験 ノ成績 ト甚 グ類

似 ノ症状テ呈 シ第1例 ハ1時 間牛 ニ シテ、第3

例 ハ第5回 ノ探血終 了後 即4時 聞10分 ニ シテ

死亡セ リ。第2、4、5例 二於 テモ3時 間前後 ヨ

リ呼吸困難 ア リ、漸 ク這行 シウノ明犬態 ナ リシモ

4時 間 目二至 リテ租 や陵復 シ、接種後5時 間 テ

経過 スル頃 ニハ常態 二復 セ リ。

各例共 二試験接種後30分 ニ シテ 心血 中二 菌 出

現 シ可検血液注射海狸 ノ病攣 ハ第2章 第2節 豫

備實験 ノ成績 ト殆 ン ド差異 ナ シ。

蜷死試獣 モ解 剖 ノ結果 「アナ フィラキ シー」ニ ョ

ル死 ナルラ確認 セ リ。 ・

小 括

鶏卵蛋 白注射海狸 二於 テ、試験接種 二際 シ菌液

二該蛋 白 テ添加 セル場合、試獣 ハ「アナ フ4ラ キ

シー」ラ惹起 シ、 ソノ中2頭 ハ 死 亡 セルモ、心

血 中菌 出現歌態 ハ健康 海狸 二輩 二菌液 ノミテ注

射 セル場合 ノ成績 ト差異 ナ シ。

第 五 節 概 括

以上 ノ實験成績 ラ概括 スルニB、C、G免 疫 海狸

二於 テ接種 セラ レタル人型結核菌(上 池菌}ハ ソ

ノ海狸 テ人 工的 「アチ ドー ジスJ二 陥 ラシメタル

場合、又 ハ試験接種菌液 二茜 「ツベル ク リン」ラ

添加 セル場合共 二速 ヤ カニ且 ツ多籔 二心血 中 二

出現 シ特 二前者 二於 テハ頗 ル著 明 ニ シテ、 ソノ

可検血液注射海猿 ノ病漿 テ通覧 スルニ健康 海狸

二於 ケル成績 ヨリモ更 二高 度 ニ シテ、然 モ短時

間 ニ シテ血 中出現菌撒速 ヤカニ減 少 ス。

叉B、C.G免 疫 海狸 テ陽性 「ツベルク リン」無反

磨 トナシタル場合 レー メル氏反慮 ハ勿論陰性 ナ

ルモ依然心血中菌 ノ出現遅延 シ、 ソノ程度 ハ軍

ナルB、C、G免 疫海狸 二於 ケ ル 成績 ト同檬 ナ

リ。

鶏卵蛋 白注射 海狼 テ以 ツテ行 ヘル實験 二於 テハ

前記蕗 「ツベルク リンJ添 加菌液 ラ以 ツテ行 ヘ ル

實験 ノ場合 ト試獣 ノ症駄 ハ 相類似 スルニ 拘 ラ

ズ、菌 出現 二封 シテ何 等 ノ影響 ナキハ注 目ス可

キ事 ナ リトス。

第六章

以上余 ノ行 ヒタル實験成績 テ練括 シ之 テ表示 ス

総括及ビ考察

レ バ次 ノ如 シ。

第19表(全 實験成績縫括)

使用酬 前 礎 置 腿 験 擁 離 明捌 鑛叢隔 要
海 狸3 一 上池菌5mg皮 下心血海猿接種 一一
右同極大3 一 同 上 P妻 ± 血中菌出現不規則一
海 狽5 B、C、G菌2mg皮 下 上池菌5mg皮 下 ,, 冊

同 上5 B、C、G菌2mg皮 下 上池菌41難g皮 内 ,, 柵

同 上2 一 同 上 ,, 一
魁

同 上5 B、C、G加 熱死菌3mg3同 皮下上池菌5mg皮 下 3事 ±一
同 上5 srフ 〃 チ ン34mg皮 下(3同) 同 上 ,, 十 噸

同 上5 上池菌加熱死菌2mg3同 皮下 同 上 ,, 朴
同 上5 上池菌10萬 分 ノ1mg皮 下 上池菌5mg皮 下 ,, 甘

同 蓮上3 『チ モチ ー」菌5血g皮 下 . 同 上 ,, 醐

同,上3 「メンレラ」菌5血9皮 下
同 上 ,,

廟
…
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50

B、C、G2mg皮 下

B、C、G免 疫 「ア チ ドー ゼ」

上池菌10分 ノ1
mg睾 丸 内

同 上

上池菌5mg皮 下

　

娠 艀 疫雛 ツ粥 リ!同

B、C、G菌2mg皮 下

鶏卵蛋白10%2¢ α皮下

B、C、G菌10mg静 豚 内

B、C、G菌2mg皮 下

上

同上 、奮 「ツベ ル ク

リ ソjO。1cq添 加

同上 、 左 記蛋 白液

0.5c・d添 カロ 奪

上池菌30mg腹 腔

内

同 上

上池菌1110mg接

種 後時間的二摘出

同

心血海猿接種

,,

塗 抹.検 鏡

化愛丸睾

璽病獣試

化丸睾

愛病獣試
上

骨

皮下 ノ場合二比 シ
接種菌耀50ナ
ル事 ヨリ考へ播布

容易ナル乎

一
妻,

一
存在ス可キ筈ノ播
布遅延ハ全然破壊
サル

柵
蕉fツ ベ ル ク リ ソ」
ニ ョ,レ影 響 ヲ認 メ

ズ

一

「ツ ベ ル ク リ ソ、ア
ナ フィラキ シ・「ニ

テ3頭 死 ヌ

一

菌 二封 シテ ・・播 布
ヲ渥 延 ス ル事 ナ ク
「ア ナ フ ィラ キ シ

ー」ニ テ2頭 死 ス

骨 出現當初数多シ

一 漸増漸減
_______一

一 ± 十+}十十十昏十十柵柵

±±十十卜十卜十}什闇 柵惜

_・ 一 一 一 一 十 一 十 十
一 一 一

帯帯冊柵柵柵楡撒柵柵

余 ハ叙 上 ノ成績 ヨ リシテ結核見疫動物 二於 テ接

種 セ ラレタル結 核菌 ノ播布逞延 ハA.Krause

氏 ノ主張 スルFixation現 象 トシテー種 ノ冤疫

現 象 タ リウベキ哉、又 ソノ際 免疫 動物 二同時 二

存 在 ス可 キ狡義結核免疫 ト如何 ナル關係 ニ アル

哉 ニツキ此 ノ方面 二於 ケル諸家 ノ業績 テ掲 ゲ以

ツテ余 ノ得 クル 成績 ト比較 シ考察 テ重 ネ ン ト

ス ◎

1891年 〈44>R.Koch氏 ガ結核動物 二於 テKoch'

sehePh5nomenラ 報 告 シ1899年 ㈹Behring

氏 ガ傳染病 二於 ケル過敏症 ニッキ意 見 テ述 べ、

又1906年 働Pirquet氏 ノAllergie二 關 スル

研究 ア リテ ヨリ結核 ノ冤疫學的方面 二於 ケル研

究 ハ多 ク ノ人 々ニ アラユル鮎 二 向 ッテ 爲 サ レ

ッ ・アリ。今是等 ノ論設 テ通 賢 スルニー部 ノ人

ニァ リテハ或 ル事 實 ヲ設明 スルニ當 リ、之 ト相

前後 シテ起 リ來 ル第2ノ 事實 ハ凡 テ前者 ト直接

關係 アリ トシ、 強 ヒテ後 者 テ以 ツテ前者 ラ解設

シ得 タ リ トスル モ ノア リ、然 レドモ他面、詳細

ニ シテ廣汎 ナル研究 テ途 ゲ、此 ノ間遭遇 セル種

々 ナル現象 ヲ仔細 二観察 シ、 ソノ本態 デ追 究 シ

ツ ・アルモ ～又多 シ。

狭義 ノ結核免疫 ト「ツベ ル クリン」反慮 トノ關係

ニ ツキテハ(4n(48>P.R6mer氏 及 ビK.Joseph

雨 氏 ノ研究 ハ有名 ニ シテ、 「ツベ ルクリン」反慮

陰性 ナル テ以 ツテ必 ズ シモ狡義結核免疫 ノ訣如

テ意味 スルモ ノニ非 ラザルモ、 「ツ」反慮陰性ナ

リシ試獣 ガ陽姓韓化 ラナ ス場合免疫褒生 ヲ指示

スル ト云 ヒ得 ル ト唱導 ス,㈹ 弘重氏、㈹仲 田氏

等 叉多大 ノ研究 ラ途行 シ、該關係 テ實際的 二謹

明 セ リ。 ソノ他結核晃疫 ト「ッベルク リン、アレ

ルギー」トノ必 ズ シモ拉 行 セザル 貼 ヲ強調 スル

者 二(50>Siegel氏 ア リ。(51)A.Calmette氏 ハB、

C、G菌 接種 ニ ヨリ 「ツベ ルク リン」反慮陽姓 ト

成 ラザ ル者 二於 テモ発疫 ハ存在 シ、叉晃疫 テ障

碍 セズ シテ「アネルギPt'jト 爲 シウルモ ノナ リト

云 ヒ爾同氏 ハS.LyleCummius氏 ノ 行 ヒシ

業績 即 チ鑛 山 ニテ夢働 スル 黒 人 ノ 中二「ツベル

ク リン」反慮陽 性ニ シテ結核免疫 テ鋏 ケル 者 ア

リタリトノ報告 テ引用 セ リ。(s2)L・K・Wolff氏.

叉B、C、G菌 接 種 ノ場合 二於 テ 同檬 ノ成績 ヲ

得 タリ ト質成 ス。岡渡邊、 ㈹仲 田氏等 ハ 「ツベ
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ル ク リン、ア レルギー 出現 二先 ンジテ免疫 ハ登

生 スル ト云 フ。(54x55)A.Boquet氏 ハ 廣範 園 二

亙 ル實験 ラ行 ヒ、結核獣 二再感染 テ行 フニ當 リ、

「ツベルク リン」反慮 ガ陽性 トナル ト同時 二行 フ

ナラバ病攣 ガ速 ヤカニ褒 生 シ、此 ノ際 「ツベル

クリン、ア レルギー」アルモ発疫 テ鋏 ク ト設 明 セ

リ。故 二再感染 トノ期 間長 キ程、冤疫 力高 マル ト

云 フ。岡5りH・Selter氏 ハ皮膚 反慮 ハ 結核菌 ～

侵入 ヲ阻止 シ得 ズ、Koeh'schePh乞nomenハ

免疫 自饅 ニハ非 ズ トシ(SSK).Thomsen氏 ハ 皮

膚反磨ハ再感染 ラ輕 減 スル原 因 トハナ ラズ、他

二何等 カ ノ因果關係 アル モ ノテ考 フ ト述 べ居 レ

リ。㈹H.Sewal1氏 ハ皮膚反慮 ノ最 モ著明 ナル

ハ初感染後53日 ニ シテ、再 感染ハ95日 以上 ノ

経過後 二行 ヒシ時良好 ナル経過 テ トルモ ノナ リ

ト云 フ.

(90)F.Klopstock氏 及 ピ(61J.Bordet氏 ハ 「ツベ

ルクリン、ア レルギー」ハ結核免疫歌態 二随俘 セ

ラル ・現象 ニ シテ、免疫 ノ程度 二封 スル尺度 タ

リ得ズ ト、叉(62)B.J.Clawson氏 モ「ツベル ク

リン、アレルギー」ナキ高度 ノ冤疫 ハ存在 シウル

ト唱へ、㈹H.Kochu.E.Brudnichi氏 等 ハ

Tucholラ 以 ヅテ「ツベ ルク リン、ア レルギー」ト

ナシタル動物 二免疫 力ナキテ 讃明 セ リ。⑱A.

Branch氏 叉 免疫 ト「ツベル クリン、ア レルギー

トノ關係 テ否定 ス。

次 ギニ免疫 ト生菌「ア レル ギ'・・-」トノ關係=就 キ

テハ諸家 ノ意見 ラ徴 スルニ必 ズ シモ雨者李行 セ

ザルモソノ間或程度 ノ相互關係 ア リ トスル モ ノ

多 シ。{6gx7e)J.Ben6den氏 ハ 「ツベル ク リン、 ア

レルギー」ハ晃疫 テ意味 スルモ ノニハ 非 ズ、宜

シクB、C、G菌 ラ以 ッテ皮 内反慮 ヲ行 フ可 シ
、

然 ラバヱ之上立氏反慮或 ハ.ぜ空之 氏反慮 ト李行

セザル得 ルナ ラン ト稔 ヘ タ リ。

而 シテ此 ノA.Krause氏 ノ云 フFixation現

象 トハ果 シテ同一 ノモ ノナ リヤ否 ヤ。個E.Fa1・ ・

chetti氏 ハ生、・死結核菌 テ以 ツテ炎衝 テ惹起

セシメタル 部分 二結核菌 ラ接種 セバfixieren

ス ト云 ヒ、v(72)E.LOpie氏 ハ 再感染 ニ ヨリ惹

起 サル ・炎衝反慮 トハ關係 ア リトシ731M.Na-

sta氏 ハ之 ラ否定 ス。

(7NJ.VorwaldArthur氏 ハ 結核動物 二於 テ肺

臓 ヘ ノ再接種 二 稼 リ、(75)Albert-WeilJean氏

ハ生化學的組織學的方面 ヨリ ノ研究 ニ ヨリFi。

xation現 象 ノFaktor・ ・結核動物 ノ再感染 ニ

テ比較的早期 二登現 スル細胞 反慮特 ニソノ際浸

潤 シ來 ル軍核細胞 ノ作 用 二鋸 セン トス。

然 ラバ余 ノ實験 二於 テ得 タル播布遅延現象 ガ細

胞反慮 二先行 シテ來 ル事實 ヲ如何 ニ シテ説 明 セ

ントスル乎。

第3章 第3節 二於 テモ特記 セル如 ク該 現象 ハ甚

ダ早期 二登現 シ細胞浸潤 ノ現 ハル ・試験接種後

3時 間乃 至4時 間二至 レバ却 ツテ漸次 清退 二向

ハ ン トスルナ リ。

故 二該現象 ハ細胞 ノ喰菌作 用 ノ如 キモ ノテ以 ツ

テ説 明 シ得 ラル可 キモノニ非 ズ。 必ズ ヤ此 ノ細

胞浸潤 二先行 シ來 ル或 ル種 ノ生禮反慮 二依 リテ

招來 サル可 キモ ノニ シテ 之 レハ 生菌 「ア レルギ

ーJノ 部分的現象 ナ リヤ 將叉特殊 ノ掲立現象 ト

ナ ス可 キ乎 ハ 爾今後 ノ研究 二 挨 ツ 可1キ モ ノナ

リ。

然 レ ドモ余 ノ行 ヒタル諸種 ノ實験 二於 テ種 々 ナ

ル黙 ヨリ観察 スルニ該現象 ハ冤疫 力 ノ清長 二甚

ダ ヨク併行 シテ出現 シ然 モけ チ ドー ゼ」ノ場合

「ツベル クリン
、 ア レル ギー」ノ未 ダ全 ク清失 セ

ザルニ先立 チ完全 二消失 シ、 又他種 ノ蛋 白 ニ ョ

ル過敏歌態 ニアリテハ何等 ノ影響 テモ受 ケズ。

然 モ之 レト甚 ダ類似 セル 「ッベ ルク リン、 アナ

フィラキ シー」二際 シテハ「アチ ドー一ゼ」ノ場合 二

比 シ幾分輕度 ナ リ トハ錐 モ著明 ノ攣動 ヲ蒙 ルモ

ノナ リ。余 ハ此 ノ結核菌艦 内播布遅延 ガ余 ノ上

述 ノ諸實験 二於 テ見 ル 如 ク、 決 シテ絶封的 ノ

Fixation即 固定F云 フ能 ハザル 故 二寧 ロ播布

遅延現象 ト栂 スル方 ガ適當 ナ リト考 フ。

前 ニモ記載 セル如 ク今村教授 ハ此 ノ播 布遅延現

象 テ以 ツテー ツ ノ晃疫現象 ト認 メ ラル ・所 ニシ

テ該現象 ハ余 ノ實験範 園二 於 テ特異性 二 出現

スルモ、種 々ナル影響 アリテ消失 シ易 キモ ノナ
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リ。而 シテ此 ノ現象 ハ菌 ノ全身 二播布 スル事 ラ

防禦 スル意味 二於 テ全 身的立場 ヨ リ見 レバー ツ

ノ発疫現 象 ト云 ヒウベ シ。然 レドモ試駿 感染 ノ

菌 量多 ケ レバ局所的 ニハ組織 「アレルギー」テ俘

ヒ局所病慶 ヲ ヨリ多 ク招來 スル故 二其 ノ意味二

二途 アリ、 コ ッホ氏現象 ノ如 シ。

第七章 結 論

1,余 ハ次 ノ如 キ實験成績 ヲ得 タ リ.

1・=普 通健康海狸(500瓦 以 下)二 於 テハ人型 生

結核菌皮下接種後 凡テ短時間(30分 乃 至1時 間)

ニ シテ心血 中二該結核菌 ノ出現 シ來 ルテ認 メ、

成熟過大海猿(600瓦)二 於 テハ其 ノ際輕 度且 ツ

不 定ナル播布遅延 テ示 セ リ。

2.B、C、G冤 疫海狸 ハ人型生結核菌 ノ皮下及

ビ皮 内接種 二際 シ著 明ナル播布遅延 ラ示 セリ。

3・B、C、G加 熱死菌注射海狸 ノ人型 生結核菌

皮 下接種 二際 シ播布遅延 ハ認 メi難シ。

4.濃 盤酸睨脂結核菌 「ワクチ ンJ桂 射海猿 ハ人

型 生結 核菌皮 下接種 二際 シ輕度 ナル播布遅延 テ

示 セ リ。

5.人 型結 核菌 加熱死菌注射海狼 ハ人型 生結核

薗皮下接種 二際 シ輕度 ナル播布遅延 ヲ示 セリ。

6.人 型生結核菌微 量感染海狸 ハ皮 下 二再接種

テ行 フニ輕度 ナル播 布遅延 テ示 セ リ。

7.チ モチー菌拉 ビニメル ラ菌 注射海狸 二於 テ

ハ人型 生結核菌皮下接種 二際 シ播布遅 延 テ認 ム

ル事 ヲ得 ズ。

8.B、C、G免 疫海狸 ハ人型 生結核菌睾 丸内接

種 二際 シテモ梢 支著 明ナル播布遅延 テ示 セ リ。

9・ 人 工的 「アチ ドー ジス」二 陥 ラシメタルB、

C、G免 疫海狸 二 於 テハ 播布逞延全然清失 シ而

モ結核菌 ノ血中出現程度 ハ健康海狼 二於 ケル場

合 ヨリモ爾強 シ。

10。 蕾 「ツベル クリン」頻 同注射 二依 リ陽 性fツ

ベル クリン、アネルギー」トナ シタルB、C、G見

疫海狸 ハ軍 ナル冤疫 海猿 ト同程度 ノ著 明ナル播

布逞延 テ示 セ リ。

11.B、C、G免 疫 海猿 二薔fツ ベル クリン」添加

結核菌液 ヲ注射 セル時 ハ播布逞延 ハ現 ハ レズ。

結核菌 ノ血 申出現程 度 ハ健康 海狸 二於 ケル場合

ヨリモ梢 賜最シ。 尚此 ノ際著 シキ「ツペル クリ

ン、 アナフィラキ シー」惹起 シ、試獣 ノ過牛激 ハ

短時間 ニ シテ死 亡 セ リ。

12・ 鶏卵蛋 白注射海狸 二該 蛋白添加結核菌液 ラ

接種 セル時 ハ播布逞延出現 セズ。 爾此 ノ場合ニ

モ「アナ フ〈ラキ シー 惹起 サル ・二拘 ラズ菌 ノ

心血 中出現 状態 ハ健康海猿 二於 ケル場合 ト全 ク

同様 ナ リ。

13.B、C、G免 疫家 兎 ノ人型結核菌腹腔 内注射

二際 シソノ艦 内播布 ラ胸管乳魔液 内出現 テ以 ツ

テ検 シタルニアル程度 ノ播布邊延 ヲ認 メタリ。

14.B、C、G免 疫 海狸 ノ睾 丸内 二人型生結核菌

テ注射 シ、該睾 丸 ラ時間的二摘 出セルニ該睾丸

ハ組織 「ア レル ギー」テ著 明 二現 ハ シ、全身臓器

ノ結核病慶 ハ菌接種後 睾丸摘 出時間 ノ遅 キ程重

ク封照 ガ早期 ヨリ各期 二亙 リ殆 ンドソノ病攣 二

逗庭 ナキテ示 セルニ封 シ趣 テ異 ニス。

2斯 クノ如 ク結 核免疫動物 二於 テハ皮下、

皮 内、睾丸 内及 ビ腹腔 内 二生結核菌 ラ注射

シ、夫 レガ血中或 ハ淋 巴申 二播布 セ ラル ・

事 ノ邊延 セラル郎 チ播布逞延現象 ナル事實

ラ實験的 二確 メ タリ。 之 ガKrauseノ 云 フ

Flixationト 同 一i現象 ナルモ 實験結果 ヨリ

見 テ固定 ナル語 ヨリモ播布邊 延ガ適當 ナリ

ト考 フ。

3.該 現象 ハ生艦菌侵入 二際 シテ惹起 サル ・

細胞反慮 二先行 スルー ツ ノ生盟 反慮 二因 リ

テ招來 サル ・特異性 ノ且 ツ甚 グ不安定 ナル

現 象 ニ シテ全 身的立場 ヨリ見 テ発疫 ト最モ

緊密 ナル關係 ニアルモ ノナ リ、而 シテ他方

組織 「アレルギーJト 共存 スルモ其 ノ本態的

關係 ハ複雑 ニ シテ爾今後 ノ研究 テ要 ス。

4.「 ツベル ク リン、 アレルギ'-Jノ 出i現ト播

布 遅延現象 ノ出現 トハ大盟 二於 テ蚊行 スル

モ「ツベル ク リン、 アレルギーJガ 必 ズ播布
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遅延 現象 ラ件 フモ ノニ非 ズ。 之 テ最 モ明 ラ

カニ示 スハ陽性 ドアネル ギpt-」動 物 二於 テモ

播布遅延現 象 テ認 ムル事 ナ リ。

欄筆スルニ臨 ミ御懇篤ナル御指導、御鞭捷 ト御

校閲 ノ勢 テ辱 フセル恩師今村教授二封 シ深甚 ノ
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